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２学期 始動 ！ 校長

４４日間の夏休みを経て、子どもたちが元気に戻ってきました。「夏休みはどうでしたか」の声に、笑顔を返

してくれる子どもたち。その表情から、充実した夏休みを過ごした様子が伝わってきました。

厳しい暑さということでは、群馬県伊勢崎市で４１．８度という日本の観測史上最高気温を計測するほどの酷

暑で、子どもたちのことを考えると「夏休みで良かった」という思いになりました。また、地域によっては日照

りが続き、深刻な水不足になって農作物が枯れる被害も出ていましたし、逆に、集中豪雨による被害も各地から

幾度も報道されました。自然の持つエネルギーの大きさを改めて感じる夏でした。

さて、今日から９月。まだまだ残暑は厳しいですが、朝夕には秋の気配も少しずつ感じられるようになりまし

た。２学期は、運動会、マラソン記録会、修学旅行、校外学習、音楽発表会等、数多くの行事が予定されていま

す。子どもたちが、友だちと知恵を出し合って協力し切磋琢磨する中で心身ともに成長できるよう、一人一人に

めあてを持たせ、指導・支援して参ります。

保護者の皆様・地域の皆様には、今学期も本校教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。なお、学期

はじめは、体調面や精神面で本来の調子に戻るまでに時間がかかることもあると思います。ご家庭におかれまし

ては、「早寝・早起き・朝ご飯」をご確認いただき、子どもたちの生活リズムを整えてくださいますようお願い

いたします。

～「校内死角点検」を行いました～

７月９日のＰＴＡ運営委員会後に執行部の方と一緒に校内死角点検を行い

ました。これは、校内に死角となって児童生徒性暴力等につながる危険な箇所がないかどうかを確かめるための

ものです。教職員以外の第三者の視点を活用して「校内で死角や密室となる場所はないか」「不審物が設置され

ていないか」等について確認をしました。また、みそら小学校では、児童生徒性暴力等を絶対に起こさないため

に、ケーススタディを含めた教職員対象の実践的な研修会を実施しています。※下記は、死角となる可能性を執

行部よりご指摘いただいた箇所です。

【2F廊下突き当たり】【体育館付近外階段】 【体育館 体育倉庫】 【体育館玄関横倉庫】

※その他、屋上へ向かう階段



～ＳＮＳ教室を実施しました～
７月１６日には、青少年育成センターの先生をお招き

して、ＳＮＳ教室を実施しました。年々、携帯電話やス

マートフォン等の所持の低年齢化が進む傾向にあります。

児童は、ＳＮＳの楽しさや便利さを実感していますが、

危険なものであるという意識があまりないように見受け

られます。ＳＮＳ教室では、低中高学年のそれぞれの年

齢に合わせて、ＳＮＳを利用する上での難しさや危険性を

わかりやすく教えてくださいました。

ご家庭でも、携帯電話やスマートフォン等の使い方に

ついて、お子さんと話し合い、ご家庭に合ったルール作

りをしてみてください。

～食物アレルギーから子どもたちを守る！～

７月１８日には、下志津病院 小児科看護師 アレルギー疾患療養指導士を招いて、職員対象

の食物アレルギー研修を実施しました。食物アレルギーによって起こる症状（呼吸、目・口・

鼻、皮膚、全身等）やアナフィラキシー、食物依存性運動誘発アナフィラキシー等について学

んだ後、アナフィラキシーを起こした児童が発生したことを想定したロールプレイングを行い

ました。

〇小学校専科非常勤講師の配置について

千葉県では、教員の負担軽減と教育の質の向上を目指して、小学校専科非常勤講師の配置を

行っています（千葉県内で算数５０校、理科５０校等）。本校では、３・４年生の算数科で、

配置をしていただいております。

児童にとってより分かりやすい授業が展開されるように、ティーム・ティーチングの役割分

担を考えたり、児童が問題を解く時間とノートを書く時間とを明確にしたりと、進め方を工夫

しながら指導に当たっています。

〇皆勤賞について

新型コロナウィルスの流行を機に、皆勤賞を廃止する学校が多くなりました。本校について

は、現在まで継続をしていますが、体調に不安を抱えながらも皆勤賞を目指してがんばって登

校する児童もいるため、今年度（令和７年度）を最後とすることといたしました。来年度以降

は廃止といたしますので、ご理解のほどどうぞよろしくお願いいたします。

「不登校に関する市や県からの情報や相談機関はこちらをご覧ください」

四街道市青少年育成センター ホームページ


